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第８章 法対象外の基準不適合土壌の適正な運搬・処理について 

 

施行通知第 10 の記の 1には、要措置区域等外の土地の基準不適合土壌の取扱いが示されてお

り、「要措置区域等外の土地の土壌であっても、その汚染状態が土壌溶出量基準又は土壌含有量

基準に適合しないことが明らかであるか、又はそのおそれがある土壌については、運搬及び処

理に当たり、法第 4 章の規定に準じ適切に取り扱うよう、関係者を指導することとされたい。」

と記載されている。 

法対象外の基準不適合土壌の運搬・処理に係る関係者は、以下に示す事項を遵守することが

望ましい。 

 

 

8.1 発注者・土地所有者 

 

・ 土地の売買等により法に基づく契機ではない自主的な調査を行った結果において基準不

適合土壌の存在が発覚した場合や、工事に伴い基準不適合土壌の存在が発覚した場合に

は、発注者又は土地所有者の負担と責任のもと、基準不適合土壌を適正に措置すること。 

・ 法に準じて「管理票の使用など運搬の基準を遵守する」、「許可を受けた汚染土壌処理施

設に搬出する」ことなどを条件とした契約を工事請負業者と締結し、適正な運搬・処理

の確保に努めること。 

 

 

8.2 工事請負業者 

 

・ 管理票の交付など運搬の基準を遵守すること。 

・ 処理については委託契約を締結した上で、許可を受けた汚染土壌処理施設に搬出するこ

と（無許可業者による安価な処理は、不適正な処理がなされるおそれがあるため）。 

・ 搬出した汚染土壌処理施設における処理状況の確認を行うとともに、処理後の土壌の搬

出先について委託契約書どおりの適正な搬出先となっていることを確認すること。 

 

 

8.3 汚染土壌運搬業者 

 

・ 法に準じて、飛散等及び地下への浸透の防止、また、悪臭、騒音又は振動によって生活

環境の保全上支障がないように運搬に関して必要な措置を講ずること。 

・ 管理票の回付など運搬の基準を遵守するとともに、許可を受けた汚染土壌処理施設に運

搬すること。 
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8.4 汚染土壌処理業者 

 

・ 法に準じて、飛散等及び地下への浸透の防止、また、悪臭、騒音又は振動によって生活

環境の保全上支障がないように処理に関して必要な措置を講ずること。 

・ 委託契約の締結、管理票の回付など処理の基準を遵守するとともに、法対象の汚染土壌

と同様の処理工程で処理を行い、浄化確認調査や、記録の保管等も法対象の汚染土壌と

同様に行うこと。 

 

 

8.5 汚染土壌処理施設の許可を与えた自治体 

 

・ 汚染土壌処理業者に記録の保管、処理状況の報告を求めること。 

・ 自治体の判断により必要に応じて抜き打ちによる立入検査を実施し、法対象外を含む基

準不適合土壌が適正に処理されていることを管理票との整合などにより確認すること。 

 


